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	１　日時
	２　場所
	３　 出席者（敬称略）
	４　議事
	６　議事概要
	各議題について以下のような意見及び質疑応答があった。
	（１）資料７－１～７－４について
	○資料７－１について、シングルモードの無線対応のソフトウェア無線というのは、何に必要なのか？ソフトウェアアップデートみたいな感じで使うことになるのか。
	→2010年においても、アップデートはシングルモードについては入ってくるだろうが、今まで想定されなかったような新たな使い方をされてくるのは2015年以降になるのではないかと考えられ、そういった新無線通信とでもいうべき変化が起きるのは2015年頃になるだろう。
	→課題はアンテナをいかに広帯域に対応するかであり、その点に時間がかかると考えられるため、ここでは2015年としている。
	○研究開発の推進と周波数利用方策の、どちらが課題のメインなのか？
	→懇談会の検討課題としては両方重要だが、今回の資料の中で明確化出来るのは、研究開発課題の方。
	○AR（拡張現実）の様な、新しいサービスイメージがどこに入っていくのかが重要な視点なのではないか。
	→資料７－４をどうまとめていくかといった中で、サービスイメージや周波数も含め、まとめていくことになるのではないか。
	○資料７－１で、センシング技術のカテゴリー分けが、2010年はインフラ技術で2015年は回路技術になっているのは何か意味があるのか？
	→アドホックの議論の中では、端末側もセンシングをする必要があるという話はあった。
	→まずは基地局から導入されて、その後に端末に導入されていくというイメージである。
	○避難誘導での経路案内や、視覚障害者への駅構内案内などの、「路－人」間とでもいうべきサービスイメージも含めていただければと思う。また、単に位置が特定されるだけでなく、そこに何があるかの情報まで提供する、たとえばATMの前に立てば、ATMの前に居るということが分かるといった、「どこにいるかということがわかる」ようなサービスのイメージを含めていただければと思う。
	→今回の資料は自動車に主に重点をおいた書き方になっているが、歩行者などに対する情報提供サービスなども含めていく必要があると思う。
	○ITSについては、路車間から車車間と進展するというイメージなのか？
	→5.8GHz帯など既存の帯域では路車間から車車間になっていくと思う。現在新たに開発されている新しい周波数帯（700MHz帯）については、車車間からスタートして路車、車車共用という形になると想定される。
	（２）資料７－５について
	○市場規模予測をする場合、技術面で相互に重なっている市場や、技術そのものがもたらす市場規模と別に波及効果で出てくる市場など、いろいろな市場が考えられ、整理が難しいのではないか。また、技術の実現の時期で、経済効果は大きく変わってくるので、利用形態に合わせた周波数施策のシナリオをよく考える必要がある。
	○未来予測には限界があることから、未来予測を過信しない。出来るだけ用途を特定せずに、いろいろな用途に使えるような周波数割当の方法を考えていく必要があるのではないか。
	○この場で検討されているような未来予測によって出現するサービスをすべて、柔軟に取り入れられるような、周波数政策を考えていく必要があるだろう。
	７　次回の予定
	3月10日に開催予定の懇談会にて、部会の検討状況を報告する予定。
	次回の部会開催は、3月後半でスケジュール調整中。
	以上

